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|大農災と原発軸から9年目､いま福島はく9.,0月卿日新剛朝日歌壇より〉
色U1ご《~ﾛ細u兀ノヰlUj-.0口、ﾉ、ノナbl」ず琴 ＝‐,γ、

秋の波激しく寄せてトリチウム取れぬ汚染水流すなの叫び（福島市．澤正宏さん）
野馬追いもお盆も過ぎてふるさとはフレコンバックの街に戻りい(下野市．若島安子さん）

「避難者」は年ごと減れど「帰還者」の数が僅かな町の寂しさ（福島市．青木崇郎さん）

「福が満開、福のしま」のポスターよ そのフクシマを我は追はれき（国立市半杭蛍子さん）
汚染水と呼ばれし水の悲しみを溜めて千基のタンク黙せり（福島市．美原凍子さん） ’

鈴木安蔵や日本国憲法に大きな景繧を与えた吉野作造
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「吉野作造さんは､権力者のための学問であってはだめだということ：
で､当時は､｢民主｣を唱えると大変ですから､｢民本主義｣を主張しまし；

た｡｢民本｣とは､どんな体制であろうと､それは民衆のための政治で；
なければいけないという意味で､人々､つまり納税者あるいは国民のi
ための政治学というものを始める｡これがいわゆる大正デモクラシー！
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iとして広がっていくわけです｡吉野作造さんは､今日的問題をきちんと踏まえて､何十 i

；年も前に答えを出しています｡そういう人をもう一度掘り起こすことが大事です」！
；▲井上ひさし『この人から受け継ぐもの』岩波讐店より、抜粋しました｡ i
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蕊
を与えました。『憲法は占領軍の押しつけ』と曾う
人々にもぜひ見ていただきたい記念館です。

O南相馬市にも『鈴木安蔵記念館』が欲しいですね。

◇記念館内の展示品◇

蚕蒸 鬘

蕊
三一_＝二＝二二二“‐.__二一＝､二且_二二二！

◇ほか館内には､孫文の｢天下為公｣書額､「人世に逆境はない』の書軸､「民本主轆｣を説いた『中央
公論』『憲政の本義を説いて其の有終の美を済ますの途を論ず』、『黎明講演集』などもが展示されています。

九条は局きち
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－ ＜事務局よLI>
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｣事務局|＜市外局番はTELO244>｢は

｡事務局長:早坂吉彦〒"5-0.燗相馬市原町区仲町" TEL｡W;鰯ﾂ 毒
○会長:平田慶肇(ひらたけいいち) TEL24-1 21 1oFAX24-482 5

○事務局次長:山崎健一(福島市) TELO90-7527-5453 Eメール: yamazakikenl@gmail.com
O会計:井上由美 〒9 7 5-0031南相馬市原町区錦町1 -43井上薬局内 TEL22-751 1・FAX26-0 8 92
O石田賢二(郡山市) TELO80-5556-4037 0番場恵子TEL22-0715 0HP:大浦祥見TEL24-0 704
○志賀勝明(相馬市) TELO90-9530-5524 ○田中徳雲(小高区) TELO90-2796-4066
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